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る。 M. testaceum StLB037株と同様に、 AHL分解活性を有するジャガイモ葉面由来
Microbacterium属細菌であるM. testaceum StLB018株およびStLB069株からaiiM相同遺伝子の取
得に成功し、StLB037株由来のAiiMのアミノ酸配列と比較して、それぞれ91.6％、78.5％と高い
相同性を有していることを明らかにしている。さらに、その他の6株のジャガイモ葉面由来
Microbacterium属細菌からaiiM相同遺伝子の取得に成功し、それらの全てがAHL分解活性を有す
ることを明らかにしている。一方、ジャガイモ葉面由来以外のMicrobacterium属細菌17株のAHL
分解活性を調査した結果、14株は長アシル鎖AHLに対する分解活性を有するが、短アシル鎖AHLに
対する分解能を示さず、aiiM相同遺伝子も有していないことを明らかにしている。これらの結果
から、aiiM遺伝子はジャガイモ葉面由来のMicrobacterium属細菌にのみ高く保存されていること
を述べている。 
 第５章は、要約として、論文内容全体をまとめ、さらに、AHL分解能を有する細菌を用いた植
物病原菌対策の展望についても述べている。 
